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２
０
歳
か
ら
８
９
歳
ま
で
、

夕
張
か
ら
１
７
名
が
参
加
‥

Ｈ
日
、
北
海
道
弁
護

士
連
合
会
が
呼
び
か
け

た

「
わ
た
し
た
ち
は
戦

か
わ
な

い
！
」
大
集
会

に
、
夕
張
か
ら

１７
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

夕
張
労
連

・
新
婦
人

夕
張
支
部

・
ゆ
う
ば
り

女
性
９
条

の
会
が
市
民

に
参
加
を
訴
え
、
署
名

と
カ
ン
パ
募
金
も
広
が

り
ま
し
た
。

気

温

３０
度

を

超

え

る
な
か
、
会
場

の
中
島

公
園
に
６
０
０
０
人
を

超
え
る
参
加
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。

日
本
弁
護
士
連
合
会

が

「
私
た
ち
は
、
法
律

家
集
団
と
し
て
、
立
憲

主
義
を
堅
持
す
る
立
場

か
ら
、
閣
議
決
定
や
法

律
改
正
に
よ
り
政
府
解

釈
を
変
更
し
、
集
団
的

自
衛
権

の
行
使
を
容
認

す
る
こ
と
に
反
対
し
ま

す
。
」
と
声
明
。

次
に
、
先
週
、
札

幌
で
の
若
者
集
会
を
呼

び
か
け
た
青
年

が
、
△
〓
場
で
「
戦

争
に
行
か
さ
れ

る
の
は
、
絶
対

に
嫌
だ
」
と
若

者

の
心
情
を
訴

え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
元

自
衛
官
、
宗
教

者
、
憲
法
学
者

ら
が
発
言
。

各
政
党
か
ら

の
あ

い
さ

つ
も

あ
り
、
共
産
党

紙
智
子
参
議
院
が

「
戦

争
立
法
」
に
反
対
の
大

き
な
う
ね
り
が
全
国
で

一
斉

に
上
が

っ
て
い
る

こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

『
私
た
ち
は
戦
わ
な

い
！
』
黄
色
色
紙
が
参

加
者

の
手
で
会
場
に
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後

の
パ

レ
ー
ド

は
、
長

い
列

に
な

り
、

「
戦
争
し
て
た
ら
、
笑

つ
て
ら
れ
な

い
！
Ｌ
戦

争
し
な

い
で
、
未
来
を

守
ろ
う
！
」
ラ

ッ
プ
調

で
、
札
幌
市
民
に
ア
ピ

ー

ル
し
た
。

応
援

の
声
や
、
携
帯

で
写
真
を
撮
る
人
な
ど
、

反
響
が
広
が
り
ま
し
た
。

夕
張
か
ら
午
前

Ｈ
時

に
出
発
、
午
後

７
時
過

ぎ
に
戻
り
ま
し
た
。

夕
張
市
内

の

「
戦
争

立
法
」
反
対

の
署
名
数

は
、
現
在

で
５
０
０
筆

を
超
え
て
い
ま
す
。

市
内
か
ら

の
参
加
者

は

「
自
民

。
公
明
政
府

は
、
数

の
力
で
採
決
を

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
民
の
声
を
無
視
す

る
現
政
府
に
、
国
政
を

未
来

の
日
本
を
任
せ
て

よ

い
の
で
し

ょ
う
か
。

『
戦
争
立
法
反
対
―
』

の
声
で
、
署
名
用
紙

の

山
を
積
み
上
げ
、
廃
案

に
追

い
込

み

ま

し

ょ

う
』
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

‐２

日

（
日
）

札
幌
市
教
育

文
化
会
館
で

『
北
海
道
母

親
大
会
』
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

午
前
中
は

８
分
科
会
と

特
別
分
科
会

に
分
か
れ
て

学
習
を
深
め

ま
し
た
。

特
別
分
科

会
は
、
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画

「
沖

縄

・
辺
野

古

圧

殺

の

海
」

の
上
映

で
し
た
。

現
地
で
た

声
が
流
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
記

念
講
演

「
女

の
平
和
、

情

熱

の
赤

で
戦

争

ノ

ー
」
と
題
し
て
、
元
中

央
大
学
教
授

・
教
育
心

理
学
者

の
横
湯
園
子
さ

ん
の
お
話
で
し
た
。

横
湯
さ
ん
は
、
平
和

へ
の
流
れ
を
確
認
し
合

う
１

・
１
７
国
会

ヒ

ュ

ー

マ
ン
チ

エ
ー

ン
の
提

唱
者

で
す
。

ア
イ

ス
ラ

ン
ド

の

女
性
た
ち
が
赤

い
ス
ト

ツ
キ

ン
グ
を
身

に

つ
け

て
古

い
因
習
を
打
ち
破

ろ
う
と
闘

っ
た
史
実

に

思

い
を
重
ね
て
、
赤

い

も

の
を
身

に

つ
け
て
集

会
を
開

い
て
い
ま
す
。

今
や
、

レ
ッ
ド
ア
ク

シ
ヨ
ン
と
し
て
運
動
は

（裏
面

へ
続
く
）

猛暑の中、6000人を超える参加 !

札
幌
繁
華
街
を
歩
く
！

な
が
～
～
い
パ
レ
ー
ド

買響習野最闘轟黎♂篇
た
か
う
市
民
た
ち
と
森

の
映
画
社
が
協
力
し
て

作
り
上
げ
た
映
画
で
す
。

警
察

。
機
動
隊

・

海
上
保
安
庁
を
前
面
に

立
て
て
、
反
対
す
る
人

た
ち
を
力
ず
く
で
お
さ

え
込
み
な
が
ら
、
工
事

を
進
め
る
日
本
政
府

の

問
答
無
用

の
姿
が
記
録

さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ

り
、
会
場
に
は
、

い
か

り
の
悲
鳴
、
そ
し
て
沖

縄

の
お
じ

い
、
お
ば

ぁ

の
粘
り
強
さ
に
感
動

の
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広
が
り
、
今
回

の
母
親

大
会

の
参
加
者
も
、
思

い
思

い
の
赤
を
身
に
ま

と

っ
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
横
湯
さ
ん
は
、

人
間
性
が
無
視
さ
れ
、

不
適
応
を
起

こ
し
て
い

る
子
ど
も
や
青
年

の
多

い
今
、
神
経
症

の
増
大

は
戦
争
前
夜

の
兆
候
だ

と
言

っ
て
い
た
恩
師

で

あ
る
元
軍
医

の
話
し
が

思

い
出
さ
れ
る
と
も
話

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

戦
争
法
案
廃
止
の
た

め
に
は
、
更
な
る
運
動

の
広
が
り
が
必
要
で
あ

る
と
講
演
を
む
す
び
ま

し
た
。

戦
争
法
案
廃
止
―

戦
争
す
る
総
理
は
い
ら

な

い
―
　
と
シ

ュ
プ

レ

ヒ

コ
ー

ル

夕
張
か
ら
は

Ｈ
人
が

参
加
。
集
会
後
、
も
と
、

夕
張
在
住
の
会
員
も
交

え
て
記
念

の
パ
チ
リ
！

夕
張
炭
鉱
　
災
害
相
次
ぐ

折
か
ら

の
日
露
戦
争
は
、
石
炭
需
要
を
高
め

一
層

の
出
炭
増
加
を
要
請
し
ま
す
。
炭
鉱
会
社

も
、

日
清
戦
争
時
も
そ
う

で
あ

つ
た
よ
う
に
、

利
益
拡
大

の
絶
好

の
機
会
と
と
ら
え
出
炭
増
加

に
走
り
ま
す
。

一
方
、
増
産
の
た
め
乱
堀
に
次
ぐ
乱
堀
は
坑
内

の
通
気
を

一
層
悪
化
さ
せ
、
発
破

の
際

の
ガ

ス
対

策

（当
時

の
ガ
ス
検
知
器
は
カ
ナ
リ
ヤ
で
し
た
）

も
着
衣
で
あ
お
い
で
吹
き
払
う
と
い
う
、
原
始
的

な
方
法
＊
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

１
９
０
１
年

（
明
治

３４
年
）
２
月

１４
日
、
第

一
斜
坑
で
死
者

８

人
負
傷
者
８
人
。

１
９
０
４
年

（
明
治

３７
年
）

７
月

４
日
、
第

二
斜
坑

で
死
者

１８
人
負
傷
者

１
人

（
こ
の
時
、
労
働
至
誠
会
創
立
当
初
か
ら

の
会
員

「
上
田
武
市
」
「
仲
倉

仲
太
郎
」

の
両
名
が
犠
牲
に
な
る
）
。

つ
づ

い
て
、
同
年

Ｈ
月

１６
日
、
同
じ
く
第
二
斜
坑

で
、
死
者

３
人
負
傷
者

２３

人
。翌

１
９
０
５
年

（
明
治

３８
年
）
１
月

６
日
に
は
、
再
び
第
二
斜
坑

で
死
者

３６

人
負
傷
者

１０
人
を
出
す
と

い
う
、

こ
れ
ま
で
に
な

い
規
模

の
大
災
害
が
発
生

し
ま
す
。

い
ず
れ
も
ガ

ス
爆
発
と

い
う
悲
惨
な
災
害

で
し
た
。

深
ま
る
不
安
と
動
揺

地
底

の
闇

の
中

で
働
く
坑
夫
た
ち
は
、
命

の
危
険
を
目

の
あ
た
り
に
し
深

ま
る
不
安
と
動
揺

は
大
き
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
加
え

て
戦
争

は
急
激
な
物

価
高
を
招
き
、
炭
鉱

で
の
日

々
の
生
活

に
も
特
別
な
負
担
が
か
か

っ
て
き
ま

し
た
。

こ
う

し
て
、
明
治

３８
年

の
炭
鉱
争
議
が
火
ぶ
た
を
切
る

の
で
す
。

＊
１
９
８
１
年

（
昭
和

５６
年
）
頃

の
夕
張

の
炭
鉱

で
は
、
ガ

ス
警
報
器
が

作
動

し
鳴
り
出
す
と
、

そ

の
周
り
に
圧
搾
空
気
を
吹
き
付
け

て
ガ

ス
を
払

い

飛
ば

し
警
告
音
を
停
め
た
り
、
警
報
器

の
数
値
を
変
え
る
工
作
を
し
た
と

い

い
ま
す
。
明
治
時
代
と
少
し
も
変
わ

っ
て
い
な

い
現
代
が
あ
り
ま
し
た
。

くずさんの

夕張歴史散歩 (30)
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戦
争
法
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強
行
許
さ
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廃
案
に

日
本
共
産
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参
議
院
議
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と

も
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